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見 直 し 後 見 直 し 前 頁 

７在宅医療等 

 １ 現状と課題  

（３）在宅医療連携体制の構築 

現 状 課 題 

◎（略） 

◎（略） 

◎（略） 

○（略） 

○（略） 

 

◎（略） 

◎地域の実情に応じ、病院、診療所、

訪問看護事業所、地域医師会等関係

団体、保健所、市町村等の主体のい

ずれかを在宅医療に必要な連携を担

う拠点として位置付ける必要があり

ます。その際、市町村が在宅医療・

介護連携推進事業において実施する

取組との連携を図ることが重要にな

ります。（図表7-2-7-9） 

○（略） 

 

 

７在宅医療等 

 １ 現状と課題  

（３）在宅医療連携体制の構築 

現 状 課 題 

◎（略） 

◎（略） 

◎（略） 

○（略） 

○（略） 

 

◎（略） 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○（略） 
  

２０８ 

２ 施策の方向  

項 目 施策の方向 

プライマ

リ・ケア 

（略） 

在宅医療

の推進 

（略） 

在宅医療

連携体制

の構築 

◎在宅医療の圏域は原則市町村単位とします。ただし、人口構成、

医療・介護資源等の整備状況、多職種の連携状況等の実情に応じ

て弾力的に設定することとします。 

◎市町村、県医師会、岡山県在宅医療推進協議会など関係機関の意

見を聞きながら、在宅医療において積極的な役割を担う医療機関

及び在宅医療に必要な連携を担う拠点を圏域ごとに位置付け、多

職種連携による包括的かつ継続的な在宅医療の提供体制の構築を

図ります。 

○（略） 

 

２ 施策の方向  

項 目 施策の方向 

プライマ

リ・ケア 

（略） 

在宅医療

の推進 

（略） 

在宅医療

連携体制

の構築 

（新設） 

 

 

◎在宅医療において、積極的な役割を担う医療機関を位置づけ多職

種連携による包括的かつ継続的な在宅医療の提供体制の構築を図

ります。 

 

 

○（略） 
 

２１２ 

資料２－２ 
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見 直 し 後 見 直 し 前 頁 

  

３ 数値目標  

  

 

３ 数値目標  

項 目 現 状 令和１１年度末目標 

訪問看護（介護給付にお

けるサービス利用見込

み）回／月  

７１，８４０ 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

８９，７４５ 

Ｒ８年度 

（２０２６） 
  

２１３ 

 

検討中 


